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Ⅰ.宮崎太陽キャピタルについて

名称 株式会社宮崎太陽キャピタル

代表者 代表取締役 志戸本 和孝

設立
1996年9月5日（平成8年）

（宮崎市橘通西3丁目3番27号 旧 宮崎太陽銀行本店内に会社設立）

資本金 1,000万円

株主
株式会社宮崎太陽リース（50％）／日本アジア投資株式会社（45％）
株式会社宮崎太陽銀行 （5％）

所在地
〒880-0806
宮崎市広島2丁目1番31号 宮崎太陽銀行内
ＴＥＬ：0985-60-6395 ＦＡＸ：0985-60-7092

役職員数
（※非常勤・パート含む）

10名（2019年3月末現在）

事業内容 投資事業／経営コンサルティング／支援機関等との連携事業

事業実績
（運用ファンド）

主な連携先
公益財団法人宮崎県産業振興機構、宮崎大学産学・地域連携センター、
一般社団法人宮崎県工業会、一般社団法人宮崎県発明協会、各証券会社、
公認会計士、弁護士、弁理士、社会保険労務士など

ⅰ.会社概要
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・宮崎県中小企業等支援ファンド  （設立：平成15年09月）　共同GP　Ｆ総額2,502百万円
・みやざき太陽チャレンジファンド   （設立：平成17年10月）　単独GP　Ｆ総額  300百万円
・JAIC-みやざき太陽１号ファンド   （設立：平成17年10月）　共同GP　Ｆ総額  300百万円
・みやざき未来応援ファンド　　　　 （設立：平成26年05月）　単独GP　Ｆ総額  600百万円
・みやざき未来応援２号ファンド　　 （設立：平成30年10月）　単独GP　Ｆ総額  600百万円
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ⅱ.設立（1996年9月）経緯

Ⅰ.宮崎太陽キャピタルについて

設立の時代背景

強く求められていた

◆産業の空洞化 ◆安価な輸入品との競合

◆誘致企業の減少 ◆開業率＜廃業率 etc…

新たな産業の育成・興隆、企業の再生支援

地域雇用を支え、地域経済を牽引する
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ⅱ.設立（1996年9月）経緯

Ⅰ.宮崎太陽キャピタルについて

◆設立趣旨

地域活性化に不可欠

弊行グループ

「地域に根差し、
地域とともに生きる」

地元企業の発展

「地域との運命共同体的な関係」

幅広い支援

弊社設立

≪重要なテーマ≫

地域の盛衰

≪長期的展望≫

経営に大きく影響



Ⅱ.ファンド運用について

ⅰ.これまでのファンド比較
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◆過去運用していたファンド

　　　　　　　　　　主な項目
 ファンド名

ファンド
出資総額

設　　立 運営期間
組合員

:ＧＰ
組合員

:ＬＰ
ﾌｧﾝﾄﾞｺﾝｾﾌﾟﾄ 対象地域 投資内容 投資件数 投資金額

宮崎県中小企業等
支援ファンド 2,502百万円 2003年9月 １０年

共同ＧＰ
(宮銀VC)

宮崎太陽銀行
宮崎銀行

宮崎県産業支援財団

再生の為の
資金繰支援

宮崎県内
 限定

株式、ＣＢ ３件 ８６０百万円

みやざき太陽
チャレンジファンド 300百万円 2005年10月

１０年
+延長１年

単独ＧＰ
宮崎太陽銀行

宮崎県産業支援財団
ベンチャー投資

宮崎県内
 限定

株式、ＣＢ、ＳＢ ７件 １５５百万円

ＪＡＩＣ－みやざき太陽
１号ファンド 300百万円 2005年10月

１０年
+延長２年

共同ＧＰ
(JAIC)

宮崎太陽銀行 ベンチャー投資 九州内 株式、新株予約権 １０件 ２１７百万円

合計 ２０件 １，２３２百万円



Ⅱ.ファンド運用について
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◆現在運用中のファンド

　　　　　　　主な項目
ファンド名

ファンド
出資総額

設　　立 運営期間 組合員:ＧＰ 組合員:ＬＰ ﾌｧﾝﾄﾞｺﾝｾﾌﾟﾄ 対象地域 投資内容 投資件数 投資金額

みやざき未来応援
ファンド 600百万円 2014年5月 9年8ヶ月 単独ＧＰ 宮崎太陽銀行

成長企業支援投資
( 地域経済活性化 )

宮崎太陽銀行
営業エリア中心

株式、新株予約権、
CB、SB 22件 574百万円

みやざき未来応援
2号ファンド 600百万円 2018年10月 9年2ヶ月 単独ＧＰ 宮崎太陽銀行

創業・成長企業
支援投資

(地域経済活性化 )

地元（宮崎・鹿児島）
中心

株式、新株予約権、
CB、SB 2件 19百万円

合計 24件 593百万円

※投資累計【件数：44件、うちIPO:5件、金額:1,825百万円）　

（2019年3月末現在）
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Ⅱ ファンド運用について

ⅱ運用中のファンド実績（地域別：件数/金額）

「みやざき未来応援ファンド」・「みやざき未来応援２号ファンド」

宮崎・鹿児島
17件（70.9％）

福岡
5件

（20.8％）

東京
2件

（8.3％）

東京
40百万円
（6.6％）

宮崎・鹿児島
428百万円
（71.9％）

福岡
127百万円
（21.4％）

地区別投資実績（件数）

投資件数・金額ともに地元（宮崎県・鹿児島県）で約７割の投資実績

地区別投資実績（金額）
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Ⅱ.ファンド運用について

ⅲ.運用中のファンド実績（分類別）
「みやざき未来応援ファンド」・「みやざき未来応援２号ファンド」

分類別実行件数（比率）

創業、成長・再成長向けの投資比率が9割超

ローリスク
ローリターン

8.3％
ミドルリスク
ミドルリターン

33.3％

ハイリスク
ハイリターン

58.3％

※小数点第2位切り捨て
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Ⅲ.地域経済活性化への取組み

ⅰ.連携による支援

連携

投資先
事業の成長

宮崎太陽キャピタル
（投資・コンサル）

宮崎太陽銀行
（融資・コンサル）

宮崎太陽リース
（リース）

連携 連携

宮崎太陽銀行のグループ会社ぐるみで地域経済活性化に貢献する

公的支援機関・各支援機関 等との連携

支援
支援

支援

企業の付加価値向上による地域経済活性化に貢献し、共通価値の創造を目指す

（ＩＰＯだけを目指したものではなく、「創業支援」「成長支援」に重きを置いた投資とする）



11

Ⅲ.地域経済活性化への取組み

ⅱ.事例①
母体行融資および弊社投資、事業会社（Ｙ社）資本参加（3社連携）による企業支援
（成長産業分野への投資）

Ｚ社

新会社 Ａ社

宮崎太陽銀行

買掛金支払 農地購入資金支払

土木・機械販売部門

借
入
金
返
済

農
地

土木・機械販売部門のみ事業譲渡

普通株式

Ｙ社

機械買取

支払 支払

代

金
機

械

農業・受託事業

既存会社（Ｍ社）

転換社債融
資

Ｔ社
（Ｙ・Ｚ社の親会社）

宮崎太陽銀行グループ
Ｔ社グループ

宮崎太陽
キャピタル

社長、副社長
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Ⅲ.地域経済活性化への取組み

ⅲ.事例②
母体行、日本政策金融公庫、
弊社の連携による企業支援（創業支援）

≪「夢サポート」商品パンフレットを一部加工≫

ピッチイベント

資本性
ローン

融資

投資

≪日本公庫との連携によるメリット≫

・日本公庫が母体行の各地域ブロックで
勉強会を実施。行員のスキルアップと
担当者間のリレーション強化に繋がって
いる。
・日本公庫と連携した商品を開発したこと
で、顧客ニーズへの対応領域が拡がった。

≪事例≫
・廃校となった小学校（MUKASA-HUB）
で開催されたイベントにおいて創業希
望者から弊社の職員が相談を受け、
農業に関してＡＩを活用したシステム
開発に関する事業性を評価。
・日本公庫による資本性ローン、弊社運
営のファンドからの投資、母体行による
融資で資金を調達。
・ＡＩによる営農支援システムを開発。
現在、契約先増加に向け取り組んで
いる。

財務省ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載されました
http://www.mof.go.jp/financial_system/fiscal
_finance/renkei/jireisyuu_201904.pdf
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http://www.taiyocapital.co.jp


